
 

 

                     

               
                           

 

学校生活で重要な4か月の始まり

 夏休みが始まる前に「夏休みにしかできないことをしてください。」という話をしました。実行できたでしょうか。

 これからの4か月間は、定期考査、学芸発表会など学校生活の重要なことが詰まっています。学校生活の重要なことと

いうのは、この4か月で様々な経験をとおして成長できるということです。逆に言えば、この

成長するときはないという意味です。それくらい皆さんに全力で取り組んでもらいたい

 4月に正しい判断力を身に付けてもらいたいと皆さんにお願いしました。何度も繰

でに様々な場面を見せてもらいました。正しく判断できたと感じられることもあったし、もう一歩よく考えれば正しく判

断でき、もっと良い結果をうむことができたのに残念だということもありました。正しい判断力は、知識を身に付けるの

を基盤として、様々な経験を積むことで身に付けることができます。きょうから始まる

の成長を実感できるようにしてください。

 3年生は夏まで本当によくがんばりました。これからの時期は、進路選択に向かいます。その中で起こるいろいろなこ

とから絶対に逃げないでがんばってください。これからのがんばりを楽しみにしています。

精神的な先進国になろう （9月14

 皆さんの親戚や知り合いの方で9月初めの大雨の被害を受けた方がいたら、お見舞いを申し上げます。報道を見て東日

本大震災の津波の被害を思い出し、心が痛みました。

 各地の復旧作業のためにボランティアが活動している様子が報道されました。先進国では災害が起きた時など、困った

人がいた時には、何か助けてあげたいと思う人がいます。これは先進国の証であると考えます。

 この話をするのは皆さんにボランティアに行きなさいと言いたいのではありません。しかし皆さんの意識の中にボラン

ティアの精神があるかを考えてほしいのです。食べ物がないなど、生活に困っているときには人のために何かしようとま

では考えづらい。ある程度自分の生活に余裕があってはじめて人のためにという意識が生まれます。皆さんはどうでしょ

うか。精神的な先進国になっているでしょうか。たとえば

やるのは当然ですが、学年の先生方がおっしゃっているとおり、受検は団体競技です。自分がきちんとやることで学

体を引き上げることができます。 

 １、2年生も同じです。時間を守る、掃除をするというように自分のことをきちんとやることでクラスはすぐにまとま

ることができます。その中に誰かのためにという思いがあればよいのです。期末テストが終わり、少し気持ちの余裕がで

きました。今こそ精神的な先進国にふさわしい行動をしてほしいです。

 

各学年の取組から 

１年生 魚沼発表会 

９月１４日（月）６校時に１年生が魚沼自然教室の発表会をしました。６月に実施した

魚沼自然教室では各班でテーマを決めて事前学習し、実際に体験したことを事後学習として

新聞を作成しました。今回の発表会では、各学級の代表の班が、体験をとおしてわかったこ

とや思ったことを発表しました。 

２年生 職場体験新聞評価会 

  ７月に行った職場体験の様子をまとめた職場体験新聞の評価会を８月３１日（月）に行いました。体験の様子が伝わるよ

うに工夫を凝らした新聞を紙面構成と内容から評価し、学級ベスト５を選びました。廊下に掲示してお互いにみられるよ

うにしてあります。 

３年生 進路ガイダンス 

  ９月４日（金）に進路ガイダンスを行いました。９月以降の予定についての説明を聞き、「自分で作る進路スケジュ

ール表」を作成しようという話がありました。「自分で作る進路スケジュール表」には、定期考査・実力テストの得点

目標、高校見学予定、会場テストや各種検定の受験予定などを記入し、志望校決定・受験までのプロセスについて考え

る内容になっています。 
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 生徒会役員選挙 ９月２５日（金）、新しい生徒会本部役員を選ぶ生徒会役員選挙を行

いました。選挙当日まで立候補者と応援者たちは朝、校門に立って挨拶をしたり、昼の放送で

自分の考えを発表したりという選挙活動を行い、当日の立会演説会ではそれぞれの候補者が、

いじめをなくすためにどのように取り組むかをはじめとして、より良い四中をつくるために本

部役員として何をするかについて、堂々と抱負を発表しました。新しい役員の皆さん、よろし

くお願いします。 

 

小中連携研修会 ９月１８日（金）、弥生小学校の先生方をお迎えして小中連携研修会を

行いました。５校時の授業をご覧いただき、その後、全体会での流れの確認、分科会に分かれ

ての研究協議、全体会で分科会の報告という内容で行いました。分科会では、小学校と中学校

の教科の接続についてや教え方の工夫などについて意見交換をしました。小学校のときにお世

話になった先生方に久しぶりにお会いして生徒たちはとてもうれしそうでした。 

 

防災ノート「東京防災」で学習をしています 

 東京都教育委員会が作成した防災ノート「東京防災」は、東京の多様な地域特性、都市構造、都民のライフ
スタイルなどを考慮してつくられた防災ブックです。内容は、「大震災シミュレーション」、「今やろう防災

アクション」、「そのほかの災害と対策」、「もしもマニュアル」、「知っておきたい災害知識」などです。

各学級では、この防災ノートを使って、いざというときに自分で考え、行動できるように学習をしています。

ご家庭でもこの機会に災害時の避難などについて話し合っていただく機会をおもちください。 

 

コミュニティ・スクールの再申請をしました 

 第四中学校は平成２３年１１月１日から足立区で最初に指定さ

れた「開かれた学校づくり協議会コミュニティ・スクール」です。

コミュニティ・スクールとは学校運営協議会を設置している学校の

ことを言います。 

 学校運営協議会を通じて、保護者や地域の皆さんが一定の権限と

責任をもって学校運営に参画することにより、そのニーズを迅速か

つ的確に学校運営に反映させるとともに、学校・家庭・地域の創意

工夫を生かした特色ある学校づくりが進むことで、地域全体の活性

化も期待されます。指定期間は４年間です。 

 前回コミュニティ・スクールに指定されてから今年で４年になり

ますので、再申請をしました。委員の皆様のご協力をいただいて、より良い四中にしていきます。 

 

平成２７年度足立区基礎学力定着に関する総合調査  平成２７年度足立区基礎学力定着に関する総合調

査の結果が発表されました。各ご家庭には調査結果概要をお配りしました。また足立区ホームページでは、この調査の詳

しい報告書が掲載され、学校別の状況・分析結果・取り組みを紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

栄光を称えて 

空手部 第23回全国中学校空手道選手権大会 

     福島愛理（2-3） 女子個人形  第3位 

     別部秀 （2-5） 男子個人組手 2回戦敗退 

     福島愛理（2-3） 今井えり（2-1）米盛希々子（1-4）2回戦敗退 

野球部 足立区シード権大会 第3位 

サッカー部 足立区シード権大会 第3位 



 

 

 


